
１．開催日時　　令和３年１０月２６日(火)１４時００分～１５時００分

２．開催場所　　向島公民館２階　大研修室

３．出席委員　１９人（委員総数１９人 ）

　　　会　長　　１９番　土山　浩二

　　　副会長　　　　　　　２番　金藤　祐治 　　８番　山田　　清

　　　委　員　　　１番　米田　健一 　　３番　村上　智彦  　 ４番　吉原　正紀

　　５番　松森　　智 　　６番  安井　常人 　　７番  上峠　数博
　　９番　髙本　博文 　１０番　村上　　正 　１１番　中司　睦枝

　１２番　大西　寛幸 　１３番　岡本　幸平 　１４番　原　　弘子
　１５番　片山　　博 　１６番　高橋　泰登 　１７番　八津川　和司　　　

　１８番　楢原　生夫

　　欠席委員　０人

４．農地利用最適化推進委員の出席　１８人(推進委員総数１８人）

江良 宗人　　中司 邦弘　　　笠井 博志　　檀上 健　　　行廣 文德    杉谷 智章

上 清五郎 　 石本 徳栄　　　宮迫 徹也  　林原 啓　　　奥本 浩己　　宮地 眞良

松浦 徳和    村上 佐代子　　藤岡 正宏　　江田 敏道　  佐々木 崇　　植原 宗哉

５．議事日程

　　　第１　議事録署名委員の指名

　　　第２　議案（審議事項）

議案第５３号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第５４号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第５５号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第５６号　非農地証明申請について

議案第５７号　尾道市空き家バンクに付随する農地指定について

議案第５８号　農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による

　　　　　　　農地利用集積計画の決定について（農地中間管理機構分）

審議事項（２）農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定による
　　　　　　　農用地利用配分計画(案)に対する意見について

　　　第３　議案（報告事項）

報告第５９号　農地法第４条第１項第８号の規定による転用届出に対する受理について

報告第６０号　農地法第５条第１項第７号の規定による転出届出に対する受理について

報告第６１号　農地法第１８条第６項の規定による通知について

報告第６２号　農地改良届出による通知について

報告第６３号　電気事業者の行う送電用電気耕作等の設置について

　　　第４　その他

　その他

６．農業委員会事務局職員    

　　　事務局長　　市川 昌志　　

　　　事務局職員　宮崎 伸昭　　髙橋 知佐子　　小田 充彦

７．農林水産課職員    

　　　職員　　　　泉　唯

尾 道 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録

報告第５８号　農地法第３条の３第１項の規定による届出に対する受理について
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８．会議の概要

会　長 　あいさつ（省略）

議　長

議　長

事務局

　この申請については、１０月４日、上峠委員、笠井推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　この申請については、１０月８日、金籐委員、行廣推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　申請番号９８番、権利の種類は、期間１０年間の使用貸借権の設定で更新です。
　申請地は木ノ庄町木梨山方の１９筆、現況地目は田が８筆、畑が１１筆、面積は合わせて
６．３１９㎡です。
　貸渡理由は経営移譲年金受給のため農業後継者へ、借受理由は農業後継者としてです。
　借受人の経営面積は６，６３２㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。

　それでは、議事に入れせていただきます。本日の出席者の報告をさせていただきます。
　委員総数は１９名で、本日の出席委員は１９名、欠席委員は０名です。定足数に達してお
りますので、本日の総会は成立しております。

　議事録署名は１４番・原弘子委員、１５番・片山博委員にお願いします。

　農地利用最適化推推進委員は、１８名中、出席委員は１８名です。

　議案第５３号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

　事務局より説明を求めます。

　議案書の方をご覧ください。

　それでは、これから申請に基づく議題に入ります。

　申請番号９５番、９６番の申請については、１０月４日、安井委員、江良推進委員と事務
局職員で現地調査を行いました。

　申請番号９７番、権利の種類は、売買による所有権移転です。
　申請地は美ノ郷町本郷の１筆、現況地目は田、面積は２２２㎡です。
　譲渡理由は後継者がいないため経営縮小、譲受理由は農業経営の規模拡大のためです。
　譲受人の経営面積は５，２１０㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。

　申請番号９６番、権利の種類は、期間１０年間の使用貸借権の設定で更新です。
　申請地は栗原町の９筆、現況地目は田が２筆、畑が７筆、面積は合わせて４，０７１㎡で
す。
　貸渡理由は経営移譲年金受給のため農業後継者へ、借受理由は農業後継者としてす。
　借受人の経営面積は４，１２０㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。

　それでは、議案第５３号、農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。
　　（議案第５３号、９４番から１０８番までを議案書をもとに説明）

　申請番号９４番、権利の種類は、贈与による所有権移転です。
　申請地は山波町の２筆、現況地目は畑、面積は合わせて４８２㎡です。
　譲渡理由は農業廃止、譲受理由は利便性を高めるためです。
　譲受人の経営面積は２，６５３㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。

　申請番号９５番、権利の種類は、贈与による所有権移転です。
　申請地は栗原町の１筆、現況地目は田、面積は１，３５１㎡です。
　譲渡理由は高齢のため農業後継者へ、譲受理由は農業後継者としてです。
　譲受人の経営面積は５，１９４．３９㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。

　この申請については、１０月４日、山田委員、中司推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。
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　申請番号１０５番、権利の種類は、売買による所有権移転です。
　申請地は瀬戸田町林の２筆、現況地目は畑、面積は合わせて６，９４９㎡です。
　譲渡理由は遠隔地につき耕作不能、譲受理由は賃貸借していた農地を自己所有するためで
す。
　譲受人の経営面積は４１，９５１㎡で、下限面積の３，０００㎡を充たします。

　申請番号１０３及び１０４番は関連案件のため一括して説明いたします。

　この申請については、１０月４日、原委員、吉原委員、奥本推進委員と事務局職員で現地
調査を行いました。

　

　申請番号１００番、権利の種類は、売買による所有権移転です。
　申請地は向島町の２筆、現況地目は畑、面積は合わせて１，００５㎡です。
　譲渡理由は遠隔地につき耕作不能、譲受理由は農業経営の規模拡大のためです。
　譲受人の経営面積は２０，５６８．０４㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たしま
す。

　申請番号１０３番、権利の種類は、期間１０年間の使用貸借権の設定です。
　申請地は、因島中庄町の１筆、現況地目は畑、面積５８８㎡です。
　貸渡理由は高齢による経営縮小、借受理由は新規就農者としてです。

　申請番号１０２番、権利の種類は、期間１０年間の使用貸借権の設定で更新です。
　申請地は因島中庄町の７筆、現況地目は畑、面積は合わせて７，２３６㎡です。
　貸渡理由は相手方の要望による、借受理由は使用貸借権更新のためです。
　借受人の経営面積は１０，５８４㎡（許可後は７，２３６㎡となりますが）、下限面積の
１，０００㎡を充たします。

　申請番号１０１番、権利の種類は、売買による所有権移転です。
　申請地は向島町岩子島の１筆、現況地目は畑、面積は５１８㎡です。
　譲渡理由は相手方の要望による、譲受理由は所有農地と隣接し利便性を高めるためです。
　譲受人の経営面積は８，４２８㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。

　この申請については、１０月４日、中司委員、林原推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　この申請については、１０月６日、八津川委員、宮迫推進委員と事務局職員で現地調査を
行いました。

　申請番号１０４番、権利の種類は、売買による所有権移転です。
　申請地は、因島中庄町の２筆、現況地目は畑、面積は６４５㎡です。
　譲渡理由は後継者がいないため経営縮小、譲受理由は新規就農者としてです。

　申請番号９９番、権利の種類は、贈与による所有権移転です。
　申請地は御調町平の７筆、現況地目は田が２筆、畑が５筆、面積は合わせて１，０５９．
３９㎡です。
　譲渡理由は後継者がいないため経営縮小、譲受理由は農業経営の規模拡大のためです。
　譲受人の経営面積は４，０３４．７５㎡であり、下限面積の２，０００㎡を充たします。

　申請番号１０２番から１０４番については、１０月７日、楢原委員、松浦推進委員と事務
局職員で現地調査を行いました。

　譲受人は新規就農者のため経営面積はありませんが、今回の譲受面積が合計で１，２３３
㎡であり、下限面積の１，０００㎡を充たします。
　なお、新規就農者のため営農計画書が添付されており、自家消費のための野菜や柑橘を耕
作することとなっています。

　申請番号１０６番、権利の種類は、売買による所有権移転です。
　申請地は瀬戸田町林の１筆、現況地目は畑、面積は８，８５０㎡です。
　譲渡理由は遠隔地につき耕作不能、譲受理由は賃貸借していた農地を自己所有するためで
す。
　譲受人の経営面積は１８，７１１㎡で、下限面積の３，０００㎡を充たします。
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議　長

議　長

１２番委員

事務局

議　長

議　長

事務局

　申請番号１０７番、権利の種類は、売買による所有権移転です。
　申請地は瀬戸田町林の２筆、現況地目は畑、面積は合わせて３，５１２㎡です。
　譲渡理由は遠隔地につき耕作不能、譲受理由は賃貸借していた農地を自己所有するためで
す。
　譲受人の経営面積は２，８１５㎡ですが、今回の譲受面積を合わせると６，３２７㎡とな
り、下限面積の３，０００㎡を充たします。

　申請番号９４番から１０８番につきましては、農地法第３条第２項各号には該当しないた
め、許可要件の全てを満たすと考えます。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　それでは、議案第５４号、農地法第４条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。

　　（挙手なし）

　　（議案５４号、１２番を議案書をもとに説明）

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　申請番号１０５番から１０７番については、１０月８日、高本委員、佐々木推進委員と事
務局職員で現地調査を行いました。

　申請番号１０８番、権利の種類は、贈与による所有権移転です。
　申請地は、瀬戸田町荻の１筆、現況地目は畑、面積は５１６㎡です。
　譲渡理由は労力不足による経営縮小、譲受理由は農業経営の規模拡大をするためです。
　譲受人の経営面積は９，３２４㎡で、下限面積の３，０００㎡を充たします。

　この申請については、１０月８日、米田委員、藤岡推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　申請番号９４番から１０８番は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方
の挙手をお願いします。

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　次に、議案第５４号「農地法第４条の規定による許可申請について」を議題といたしま
す。

　　（挙手あり）

　どうぞ。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明および質
疑のある方は挙手をしてください。

　事務局より説明を求めます。

　申請番号９４番は、記載している渡人の持分と受人の持分が合っていない。理由は？

　はい。これは、もともと５名による共有名義による土地でありますが、今回このうち３名
の持分それぞれ６分の１づつの６分の３を、３分の１の権利を持つ受人に移転するもので
す。残りの１名の持分６分の1は、今回移動しないことになっています。

　よろしいでしょうか。
　ほかにございますでしょうか。

　　（挙手多数）
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議　長

議　長

事務局

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明および質
疑のある方は挙手をしてください。

　次に、議案第５５号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたしま
す。

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。
　議案第１２番は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方の挙手をお願い
します。

　　（挙手多数）

　（なお、これ以降農業公共投資の対象となっていない小集団の農地である第２種農地は、
「その他２種」と説明させていただきます。）

　この申請については、１０月４日、安井委員、江良推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積１２７．５３㎡、駐車場２区画、合併
浄化槽が計画されています。
　借受人は、この度、母から申請地を借り受けて、住宅を新築したいというものです。都市
計画法に基づく建築許可見込みです。

　　（議案第５５号、１４１番から１５６番までを議案書をもとに説明）

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　事務局より説明を求めます。

　申請番号１２番、所在は、御調町植野の１筆、地目は田、農用地区域内、１，０２８㎡の
うち２４㎡の転用計画です。
　現在は、農用地区域内農地ですが、農用地区域の除外申請を行っており、除外が見込まれ
ております。
　申請地は、非線引き都市計画区域にあり、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団農地
区域内にあり（良好な営農条件を備えていると判断され）、農地区分は、第１種農地と考え
られます。
　転用目的は、墓地用地で、墓石２基、法名碑１基が計画されています。
　現在の所有墓地が自宅から遠く山裾に位置し、参拝や管理が困難であるため、この度、自
宅近くの、自己所有農地の一部を、転用して、墓石を設置したいというものです。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　それでは、議案第５５号、農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定することに決しました。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　本件は、農地法施行規則第３３条第４号「住宅そのた申請に係る土地の周辺の地域におい
て居住する者の日常生活上必要な施設で集落に接続して設置されるもの」として、第１種農
地の不許可の例外に該当するものです。
　墓地埋葬法に基づく、墓地経営許可見込みです。
　この申請については、１０月６日、土山委員、上推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。
　なお、本件は、第１種農地に係る転用案件として、広島県農業会議に意見聴取することと
なります。

　なお、本件は、農業委員会ネットワーク機構への意見聴取をし、許可妥当の答申後に許可
決定することといたします。

　

　申請番号１４１番、申請内容は、使用貸借による権利の設定です。
　所在は、栗原町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、３３６㎡の転用計画です。
　申請地は、市街化調整区域にあり、農業公共投資の対象となっていない小集団の農地であ
り、農地区分は、第２種農地と考えられます。
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　申請番号１４４番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、浦崎町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、４８０㎡の転用計画です。
　申請地は、都市計画区域外にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積６０．０３㎡、駐車場２区画、合併浄
化槽が計画されています。
　譲受人は、この度、申請地を取得して、住宅を新築したいというものです。

　申請番号１４５番、申請内容は、贈与による所有権の移転です。
　所在は、浦崎町の２筆、地目は畑、農振農用地区域外、合計４２．５７㎡の転用計画で
す。
　申請地は、都市計画区域外にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、宅地拡張で、庭敷が計画されています。
　譲受人は、この度、隣接宅地と一体利用する申請地を取得して、庭敷として利用したいと
いうものです。

　申請番号１４６番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、浦崎町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、５１９㎡の転用計画です。
　申請地は、都市計画区域外にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積９０．００㎡、駐車場２区画、合併浄
化槽が計画されています。
　譲受人は、申請地に隣接する住宅に２世帯が居住していますが、手狭となったことから、
この度、申請地を取得して、住宅を新築したいというものです。
　１４４番～１４６番の申請については、１０月４日、高橋委員、檀上推進委員と事務局職
員で現地調査を行いました。

　申請番号１４７番１４８番は関連案件のため一括して説明いたします。
　申請内容は１４７番が　売買による所有権の移転、１４８番が、賃貸借による権利の設定
です。
　所在は、西藤町の全７筆、地目は田、農振農用地区域外、合計１，５９９．５６㎡の転用
計画です。
　申請地は、市街化調整区域にありますが、尾道福山自動車道の西藤インターから３００ｍ
以内に位置することから、農地区分は、第３種農地と考えられます。
　転用目的は、店舗用地で、コンビニエンスストア１棟、建築面積２２１．５６㎡、物置
８．３５㎡、駐車場１７区画、合併浄化槽が計画されています。
　譲受人及び借受人は、高須町に本店を置く、不動産業を営む法人で、申請地を取得及び借
り受けて、コンビニエンスストアの経営を行いたいというものです。都市計画法に基づく開
発許可見込みです。

　この申請については、１０月６日、大西委員、杉谷推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　借受人は、この度、義理の母から申請地を借り受けて、住宅を新築したいというもので
す。都市計画法に基づく建築許可見込みです。

　申請番号１４３番、申請内容は、使用貸借による権利の設定です。
　所在は、美ノ郷町白江の１筆、地目は田、農振農用地区域外、２４２㎡の転用計画です。
　申請地は、市街化調整区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積６８．００㎡、合併浄化槽が計画され
ています。
　借受人は、この度、義理の母から申請地を借り受けて、住宅を新築したいというもので
す。都市計画法に基づく開発許可見込みです。

　１４２番・１４３番の申請については、１０月４日、上峠委員、笠井推進委員と事務局職
員で現地調査を行いました。

　申請番号１４２番、申請内容は、使用貸借による権利の設定です。
　所在は、美ノ郷町本郷の３筆、地目は畑、農振農用地区域外、合計３１９㎡の転用計画で
す。
　申請地は、市街化調整区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積９５．６４㎡、駐車場２区画、合併浄
化槽が計画されています。
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　申請番号１４９番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、御調町貝ケ原の１筆、地目は田、農振農用地区域外、１，２１１㎡の転用計画で
す。
　申請地は、非線引き都市計画区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、太陽光発電設備で、太陽光パネル１６８枚、発電量４９．５Ｋｗが計画され
ています。
　譲受人は、大阪市に本店を置く、再生可能エネルギー発電事業を営む法人であり、申請地
を取得して、太陽光発電設備を設置したいというものです。

　また、この３件の太陽光事案につきましては、経済産業省による固定価格買取制度（ＦＩ
Ｔ制度）の対象外の事業であり、転用事業者の関連会社が、電力を買い取り、その後、買い
取った電力を（関連会社が）企業や個人に卸すというものです。
　なお、申請に際しては、転用事業者と、（電力を買い取る）関連会社との間で締結された
「発電売買契約書」の確認をしております。

　申請番号１５２番・１５３番は関連案件のため一括して説明いたします。
　申請内容は、ともに売買による所有権の移転です。
　所在は、向東町の全４筆、地目は畑、農振農用地区域外、合計１，９５１㎡の転用計画で
す。
　申請地は、市街化調整区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、分譲住宅用地で、住宅７区画、各駐車場、合併浄化槽が計画されています。

　申請番号１５０番・１５１番については、転用目的及び事業者が同一のため一括して説明
いたします。
　申請内容は、ともに売買による所有権の移転です。
　所在は、御調町貝ケ原の全２筆、地目は田、農振農用地区域外、６４１㎡と７１７㎡の２
か所の転用計画です。
　申請地は、非線引き都市計画区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、ともに太陽光発電設備で、（備考欄に設備番号あり）設備①がパネル１４４
枚、設備②がパネル１３０枚ともに発電量４９．５ｋｗが計画されています。

　１４９番～１５１番の申請については、１０月６日、八津川委員、宮迫推進委員と事務局
職員で、申請代理人立会いのもと、現地調査を行いました。
　申請地は隣接に住宅があることから、その住人に対し事業説明及び同意を求めるよう指導
し、後日、申請代理人より、同意書が提出されております。

　申請番号１５４番、申請内容は、使用貸借による権利の設定です。
　所在は、向島町の１筆、地目は畑、農用地区域内、３３７㎡の転用計画です。
　現在は、農用地区域内農地ですが、農用地区域の除外申請を行っており、除外が見込まれ
ております。
　申請地は、非線引き都市計画区域にあり、昭和４０年～４４年にかけて、土地改良事業
（農地保全整備事業）を施行した農地であり、農地区分は、第１種農地と考えられます。
　転用目的は、一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積１１０．９６㎡、駐車場３区画、合併
浄化槽が計画されています。
　借受人は、この度、父から申請地を借り受けて、住宅を新築したいというものです。都市
計画法に基づく建築許可見込みです。
　本件は、農地法施行規則第３３条第４号「住宅そのた申請に係る土地の周辺の地域におい
て居住する者の日常生活上必要な施設で集落に接続して設置されるもの」として、第１種農
地の不許可の例外に該当するものです。
　この申請については、１０月４日、吉原委員、原委員、奥本推進委員と事務局職員で、現
地調査を行いました。
　なお、本件は、第１種農地に係る転用案件として、広島県農業会議に意見聴取することと
なります。

　譲受人は、大阪市に本店を置く、再生可能エネルギー発電事業を営む法人であり、申請地
を取得して、太陽光発電設備を設置したいというものです。

　譲受人は向島町に本店を置く、不動産業を営む法人で、申請地を買い受けて、造成後、建
築条件付きの分譲住宅用地として販売する予定です。都市計画法に基づく建築許可見込み
です。
　なお、この建築条件付きとは、従来、土地の造成のみを目的とする転用は、認められてい
ませんでしたが、平成３１年３月農水省通知により、住宅については、転用事業者と土地購
入者が一定期間内（おおむね３か月）に契約を締結することなどの条件を付することによ
り、分譲住宅用地として転用が認められるようになったものです。
　この申請については、１０月４日、中司委員、林原推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。
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議　長

議　長

事務局

　また申請番号１５４番の案件につきましては、農業委員会ネットワーク機構への意見聴取
をし、許可妥当の答申後に許可決定することといたします。

　なお、関係他法令が審査中の案件につきましては、他法令が許可になりしだい、許可決定
することといたします。

　申請番号３６番と３７番は、関連していることから一括して説明します。
　申請番号３６番は、西藤町の３筆、現況地目は宅地、面積は、合計６６㎡です。
　申請番号３７番は、同じく西藤町の３筆、現況地区は宅地、面積は、合計３７．８３㎡で
す。

　それでは、議案第５６号、非農地証明申請について、ご説明いたします。

　次に、議案第５６号「非農地証明申請について」を議題といたします。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり受理決定することに決しました。

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　　（挙手多数）

　　（議案第５６号、３６番から４１番を議案書をもとに説明）

　事務局より説明を求めます。

　申請番号１４１番から１５６番は、原案のとおり受理決定することに、賛成の農業委員の
方の挙手をお願いします。

　譲受人は、現在、岡山県井原市に居住していますが、申請地周辺の景観が気に入ったこと
から、申請地を取得して、別荘を建築したいというものです。なお、将来的には永住も検討
しているとのことです。
　この申請については、１０月８日、米田委員、藤岡推進委員と事務局職員で、現地調査を
行いました。

　申請番号１５５番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、因島田熊町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、１８１㎡の転用計画です。
　申請地は、非線引き都市計画区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。

　転用目的は、太陽光発電設備で、太陽光パネル６４枚、発電量９．９ｋｗが計画されてい
ます。
　譲受人は、申請地を取得して、太陽光発電設備を設置したいというものです。
　こちらの太陽光事案につきましては、ＦＩＴ制度の対象事業であり、経済産業省の再生可
能エネルギー発電事業計画の認定を受けており、現在、事業者の変更申請中です。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明および質
疑のある方は挙手をしてください。

　この申請については、１０月７日、村上正委員、宮地推進委員と事務局職員で、申請代理
人立会いのもと現地調査を行いました。
　申請地には隣接する農地があることから、申請に際しては、隣接農地所有者からの同意書
が添付されております。

　

　申請番号１５６、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は、因島原町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、１５６㎡の転用計画です。
　申請地は、非線引き都市計画区域にあり、農地区分は、その他２種と考えられます。
　転用目的は、住宅用地で、別荘１棟、建築面積４８．７３㎡、合併浄化槽が計画されてい
ます。
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議　長

議　長

事務局

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　　（挙手多数）

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　申請番号３６番から４１番は原案のとおり、受理決定することに、賛成の農業委員の方の
挙手をお願いします。

　申請番号３９番は、向島町の１筆、現況地目は山林、面積は、７８０㎡です。
　利用状況は、昭和６０年頃から耕作放棄をして山林化している状況です。
　農振農用地区域外、第２種農地、市街化調整区域です。
　この申請については、１０月４日、吉原委員、原委員、奥本推進委員と事務局職員で現地
調査を行い、山林と判定されました。

　申請番号４０番は、因島中庄町の１筆、現況地目は原野、面積は、７２㎡です。
　利用状況は、平成２０年頃から耕作をしておらず、原野化している状況です。
　農振地域外、第３種農地、非線引き都市計画区域の用途地域内です。

　申請番号４１番は、因島大浜町の１筆、現況地目は宅地、面積は、４５３㎡です。
利用状況は、昭和２８年に、所有者の亡父の知人が当該申請地に建物を建築し現在に至って
いるものです。
　農振農用地区域外、第２種農地、非線引き都市計画区域の用途地域外です。

　申請地の利用状況は、昭和５３年８月頃から宅地の進入路及び農業用倉庫として宅地利用
しているもので、申請地の６筆は、この度、当該土地部分を分筆登記したものになります。
　農振農用地区域外、第２種農地、市街化調整区域です。

　この申請については、１０月６日、大西委員、杉谷推進委員と事務局職員で現地調査を行
い、それぞれ宅地と判定されました。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり受理決定することに決しました。

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明および質
疑のある方は挙手をしてください。

　申請番号４０番と４１番については、１０月７日、楢原委員、松浦推進委員と事務局職員
で現地調査を行い、それぞれ原野と宅地に判定されました。

　申請番号３８番は、向島町の１筆、現況地目は原野、面積は、合計１７０㎡です。
利用状況は、平成２３年頃に相続により土地を取得したが、遠方のため耕作できず原野化し
たものです。
　農振農用地区域外、第２種農地、市街化調整区域です。
この申請については、１０月４日、中司委員、林原推進委員と事務局職員で現地調査を行
い、原野と判定されました。

　次に、議案第５７号「尾道市空き家バンクに付随する農地指定ついて」を議題といたしま
す。

　事務局より説明を求めます。

それでは、議案第５７号、尾道市空き家バンクに付随する農地指定について、ご説明いた
します。

　　（議案第５７号、２番を議案書をもとに説明）
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議　長

議　長

事務局

議　長

　　（質問、意見なし）

　申請番号２番は原案のとおり、指定することに、賛成の農業委員の方の挙手をお願いしま
す。

　　（挙手多数）

　事務局より説明を求めます。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　契約期間は令和３年１０月３０日から令和１３年１２月３１日です。
　なお、この農地について、農地中間管理機構から借り受けする耕作希望者はすでにおり、
これについては、審議事項（２）で審議させていただきます。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり指定することに決しました。

　次に、議案第５８号「農業経営基盤強化促進法第１８条１項の規定による農用地利用集積
計画の決定について」（農地中間管理機構分）を議題といたします。

それでは、議案第５８号、農業経営基盤強化促進法第１８条１項の規定による農用地利用
集積計画の決定について（農地中間管理機構分）、ご説明いたします。

　申請番号２６１番、土地の所在は、向島町岩子島字南船越、地目は、現況登記ともに畑、
面積は１，２９２㎡のうち４００㎡です。
　権利の種類は使用貸借権の設定、利用目的は野菜です。

　申請番号２６０番、土地の所在は、向島町字小池ノ上、地目は、現況登記ともに畑、面積
は１，３８８㎡、他１筆で、合計面積は、２，７０７㎡です。
　権利の種類は賃貸借権の設定、賃借料は全体で１５，０００円、利用目的は野菜です。
　契約期間は令和３年１０月３０日から令和１３年１２月３１日です。

　　（議案第５８号、２６０番と２６１番を議案書をもとに説明）

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のある方は挙
手をしてください。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明および質
疑のある方は挙手をしてください。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　申請番号２番、申請地は、御調町公文字原曽根の７筆、登記、現況地目ともに田が４筆、
ともに畑が３筆の全７筆で、面積は合計１，４７８．３０㎡です。参考に図面をつけており
ますので、ご覧ください。
　御調町の下限面積２，０００㎡を充たさないため、空き家バンクに付随する農地として指
定登録し、空き家と農地をセットで売却することを希望しています。
　空き家の概要は、木造１階建、敷地面積１９７．２２㎡です。この空き家の所有者は農地
所有者の相続人となる２名です。農地については、空き家から８０ｍの範囲内にあり、無理
なく耕作できる範囲にあり、管理されている状況です。
　この申請については、１０月６日土山委員、上推進委員と事務局職員で現地調査を行い、
尾道市空き家バンクに付随する農地の下限面積指定要領第４条各号の適用条件の全てを満た
すと考えます。

　以上で議案第５７号の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

　以上、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えます。
ご審議のほど、よろしくお願いします。
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議　長

農林水産
課職員

議　長

各委員

議　長

議　長 　次に、報告事項に入ります。

　農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のある方は挙手をしてください。

　ほかに質疑はございますか。なければ、農業委員による採決に入ります。
　農用地利用配分計画（案）については、異議のない旨の意見決定をすることに、賛成の農
業委員の方の挙手をお願いします。

　挙手多数ですので、本件は、異議ない旨の意見決定することに決しました。
　農林水産課の方、ご苦労様でした。

　ただいま、農林水産課より説明が終わりました。
　これより質疑に入ります。農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のある方は挙
手をしてください。

　（質疑応答あり）
　〔借受人の年齢、認定新規就農制度、賃貸借権と使用貸借権の違いなど〕

　今回は２件３筆の農用地利用配分計画（案）について意見を求めます。本日の総会におき
まして、土地所有者から農地中間管理機構への農用地利用集積計画が審議されたものです。

　報告第５８号から第６３号までを一括して審査を行います。

　　（質問、意見なし）

　申請の１件目、番号１～２番、向島町字小池上の２筆、合計２，７０７㎡についてです。
農地中間管理機構から転貸後は認定新規就農者に位置付けられる予定者の野菜の生産用地と
して使用されます。
　権利の種類は賃貸借権で、存続期間は令和１３年１２月３１日までです。

　次に、審議事項（２）「農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定によ
る農用地利用配分計画（案）に対する意見について」を議題といたします。

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　申請番号２６０番と２６１番は原案のとおり、決定することに、賛成の農業委員の方の挙
手をお願いします。

　　（挙手多数）

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり決定することに決しました。

　本日の農業委員会でのご審議を経まして、その後、農用地利用配分計画の認可を広島県が
判断することになります。

　　（挙手多数）

　それでは、説明をいたします。
　農用地利用配分計画の資料をご覧ください。
（農用地利用配分計画（案）の議案書をもとに説明）

　続きまして２件目について、番号３番、向島町岩子島字南船越の１筆の一部、１，２９２
㎡のうちの４００㎡についてです。農地中間管理機構から転貸後は認定新規就農者に位置付
けられる予定者の野菜の生産用地として使用されます。
　権利の種類は使用貸借権で、存続期間は令和１３年１２月３１日までです。

　以上で説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

　この説明のために農林水産課の職員が出席されていますので、農林水産課より説明を求め
ます。

　　（農林水産課、退席）
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議　長

各委員

議　長

事務局

議　長

事務局

議　長

副会長

　以上で、本日の議案の審議ならび報告事項はすべて終了いたしました。

　質疑がないようなので、報告事項を終わります。

　次に、その他に入ります。

　本日はご苦労様でした。

　それではこれをもちまして、尾道市農業委員会総会を閉会いたします。

　閉会にあたり副会長があいさつをいたします。

　長時間にわたり、慎重な審議ありがとうございました。

　　（質疑応答）

  ただいまの事務局の説明について、農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のあ
る方は挙手をしてください。

　まず最初に、各調査区での活動状況を報告していただきます。

　報告事案等があれば挙手のうえ報告してください。

　　（活動状況報告：省略）

　次に、事務局より、その他・連絡事項についての説明を求めます。

　　（その他・連絡事項について説明）
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